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表１．奄美和光園と第二次世界大戦後の日本及び奄美群島 
年 月日 日本・奄美の出来事 
1943 年 4 月 1 日 奄美和光園（100 床）設立 
1945 年 8 月 15 日 第二次世界大戦終戦。GHQ により日本は占領支配下に 
  9 月 2 日 奄美群島は本土から分割されアメリカ国民政府の統治下に 
1946 年 2 月 1 日 連合国軍総司令部から日本との行政分離発表 
  10 月 3 日 臨時北部南西諸島政庁成立 
1947 年 12 月 12 日 児童福祉法成立 乳児院、養護施設が法的位置づけ 
1950 年 11 月 25 日 奄美群島政府 
1952 年 4 月 1 日 琉球中央政府及び奄美地方庁設立 
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「1952 年頃（中略）、園生の間で園内で産まれた小学校前の子供が 10 人前後だったか、園
内の舎で両親と一緒に生活していましたし、妊娠中の人もいました。（中略）その頃保育所
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とされる松原若安については、P.21 に「昭和 27 年４月（中略）松原若安が事務長になってから再び職員の
増員に成功、正常な運営をすることが出来た」ということしか触れられていない。 
（注 8）『創立 30 周年記念誌』国立療養所奄美和光園 1974 年 pp.160-163 
（注 9）大平馨『和光 27 号』(『和光園四十周年記念誌』平成 9 年)P.178 
（注 10）大平馨『和光 29 号』(『和光園四十周年記念誌』平成 9 年)P.186 
（注 11）大平馨『和光 30 号』(『和光園四十周年記念誌』平成９年)P.190 
 


























（注 1）東京新聞 2017 年 3 月 21 日「こちら特報部」より。記事のなかには、和光園で暮らしていた幼児
期の頃のものと思われる写真も掲載されていた。 




備的研究―」『名寄市立大学社会福祉学科研究紀要第 1 巻』pp23-33. 2012 年 
（注 4）森山一隆、菊池一郎、石井則久「ハンセン病患者から生まれた子供たち―奄美大島における妊婦・
出産・保育・養育のシステムの軌跡―」日本ハンセン病学会誌 78 号 2009 pp.231-249 
（注 5）杉山博昭『「地方」の実践からみた日本キリスト教社会福祉』P.263 ミネルヴァ書房.2015 年  
（注 6）杉山博昭 同掲書 P.265 
（注 7）『創立 40 周年記念誌』国立療養所奄美和光園 1984 年には、未感染児童の養育に大きく関わった
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193（旧）優生保護法下におけるハンセン病患者の出産・子育て支援
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